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和泉小学校　昇龍太鼓

和泉小学校では、ふるさと教育の一環として、地域の伝統芸能であ

る「穴馬昇龍太鼓」に取り組んでいます。九頭竜紅葉まつりなどのイ

ベントで披露するため、和泉小学校の全校児童11人が熱心に練習

に取り組んでいました。

星空の街・あおぞらの街全国大会

みんなの力で冬を乗り切ろう
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星
空
の
街
・
あ
お
ぞ
ら
の
街

星
空
の
街
・
あ
お
ぞ
ら
の
街

全
国
大
会

全
国
大
会

　　
1010
月
８
日
、
９
日
の
２
日
間
、
市
内
で
第

月
８
日
、
９
日
の
２
日
間
、
市
内
で
第
3535
回「
星
空
の
街
・

回「
星
空
の
街
・

あ
お
ぞ
ら
の
街
」全
国
大
会
が
、
高
円
宮
妃
殿
下
ご
臨
席
の
も

あ
お
ぞ
ら
の
街
」全
国
大
会
が
、
高
円
宮
妃
殿
下
ご
臨
席
の
も

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
大
気
環
境
の
保
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る

　
こ
の
大
会
は
、
大
気
環
境
の
保
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る

こ
と
、
郷
土
の
環
境
を
生
か
し
た
地
域
お
こ
し
の
推
進
に
役
立

こ
と
、
郷
土
の
環
境
を
生
か
し
た
地
域
お
こ
し
の
推
進
に
役
立

て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
元
年
度
か
ら
毎
年
全
国
各
地

て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
元
年
度
か
ら
毎
年
全
国
各
地

で
開
催
さ
れ
て
い
て
、
県
内
で
は
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

で
開
催
さ
れ
て
い
て
、
県
内
で
は
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
民
謡
会

　
大
会
で
は
、
民
謡
会
結結ゆ

い
び
と

ゆ
い
び
と人人
や
越
前
大
野
お
ど
り
保
存
会
、
神

や
越
前
大
野
お
ど
り
保
存
会
、
神

子
踊
保
存
会
に
よ
る
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
後
、
大
会
テ
ー

子
踊
保
存
会
に
よ
る
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
後
、
大
会
テ
ー

マ
採
用
者
の
松
島

マ
採
用
者
の
松
島
佑佑ゆ

う
き

ゆ
う
き樹樹
さ
ん
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ん
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
気
環
境
保
全
へ
の
啓
発
、
普
及
な
ど
で
優
れ
た
活

　
ま
た
、
大
気
環
境
保
全
へ
の
啓
発
、
普
及
な
ど
で
優
れ
た
活

動
を
行
っ
た
団
体
や
個
人
の
表
彰
を
行
っ
た
ほ
か
、
阪
谷
小
学

動
を
行
っ
た
団
体
や
個
人
の
表
彰
を
行
っ
た
ほ
か
、
阪
谷
小
学

校
の
児
童
や
オ
ヤ
ッ
ト
天
文
ク
ラ
ブ
に
よ
る
星
空
報
告
会
、
福

校
の
児
童
や
オ
ヤ
ッ
ト
天
文
ク
ラ
ブ
に
よ
る
星
空
報
告
会
、
福

井
工
業
大
学

井
工
業
大
学
掛掛か

け
し
た

か
け
し
た下下
知知と

も
ゆ
き

と
も
ゆ
き行行
学
長
や

学
長
や
中中

な
か
じ
ょ
う

な
か
じ
ょ
う城城
智智と

も
ゆ
き

と
も
ゆ
き之之
教
授
に
よ
る
記
念
講

教
授
に
よ
る
記
念
講

演
が
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
集
っ
た
関
係
者
ら
は
、
星
空
を
守
り
、

演
が
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
集
っ
た
関
係
者
ら
は
、
星
空
を
守
り
、

後
世
へ
継
承
し
て
い
く
大
切
さ
を
再
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

後
世
へ
継
承
し
て
い
く
大
切
さ
を
再
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

大会テーマ 青い空　かがやく星　きれいな水　ずっと一緒に

環
境
大
臣
賞
　
個
人
賞

環
境
大
臣
賞
　
個
人
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    （
す
ば
る
賞
）

（
す
ば
る
賞
）

竹
原
　
秀
夫

竹
原
　
秀
夫
さ
ん
さ
ん  ((

茜
町
茜
町))

　

福
井
県
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
所
長
在
任

　

福
井
県
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
所
長
在
任

時
に
、
北
陸
で
初
め
て
星
空
案
内
人（
星
の

時
に
、
北
陸
で
初
め
て
星
空
案
内
人（
星
の

ソ
ム
リ
エ
）資
格
認
定
講
座
の
開
始
に
尽

ソ
ム
リ
エ
）資
格
認
定
講
座
の
開
始
に
尽

力
す
る
な
ど
啓
発
活
動
に
積
極
的
に
取
り

力
す
る
な
ど
啓
発
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
退
任
後
も
自
ら「
星
空
案
内

組
み
ま
し
た
。
退
任
後
も
自
ら「
星
空
案
内

人
」の
資
格
を
取
得
し
、
地
域
の
星
空
観
望

人
」の
資
格
を
取
得
し
、
地
域
の
星
空
観
望

会
の
案
内
ガ
イ
ド
と
し
て
地
域
へ
の
啓
発

会
の
案
内
ガ
イ
ド
と
し
て
地
域
へ
の
啓
発

活
動
を
続
け
て
い
る
ほ
か
、
本
市
の
星
空

活
動
を
続
け
て
い
る
ほ
か
、
本
市
の
星
空

保
護
区
認
定
に
向
け
て
積
極
的
に
貢
献
さ

保
護
区
認
定
に
向
け
て
積
極
的
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

全
国
協
議
会
会
長
賞
　

全
国
協
議
会
会
長
賞
　

団
体
賞

団
体
賞  

（
天
の
川
賞
）

（
天
の
川
賞
）

オ
ヤ
ッ
ト
天
文
ク
ラ
ブ

オ
ヤ
ッ
ト
天
文
ク
ラ
ブ

　

平
成
８
年
か
ら
継
続
し
て
環
境
省
の
星

　

平
成
８
年
か
ら
継
続
し
て
環
境
省
の
星

空
観
察
を
続
け
て
い
る
ほ
か
、
市
民
参
加

空
観
察
を
続
け
て
い
る
ほ
か
、
市
民
参
加

型
の
観
望
会「
星
の
ま
ち
鑑
賞
会
」を
毎
月

型
の
観
望
会「
星
の
ま
ち
鑑
賞
会
」を
毎
月

開
催
し
、
星
座
や
星
の
特
徴
、
望
遠
鏡
の

開
催
し
、
星
座
や
星
の
特
徴
、
望
遠
鏡
の

使
い
方
な
ど
を
教
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

使
い
方
な
ど
を
教
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
元
小
学
校
へ
の
出
前
授
業
を
行
う
な

地
元
小
学
校
へ
の
出
前
授
業
を
行
う
な

ど
、
長
年
天
文
に
関
す
る
普
及
・
啓
発
活

ど
、
長
年
天
文
に
関
す
る
普
及
・
啓
発
活

動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成

　
ま
た
、
平
成
1515
年
度
に「
星
空
の
街
・
あ

年
度
に「
星
空
の
街
・
あ

お
ぞ
ら
の
街
」全
国
表
彰
の
協
議
会
長
賞

お
ぞ
ら
の
街
」全
国
表
彰
の
協
議
会
長
賞

を
受
賞
し
て
い
て
、
受
賞
か
ら

を
受
賞
し
て
い
て
、
受
賞
か
ら
2020
年
を
経

年
を
経

て
も
継
続
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

て
も
継
続
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

高円宮妃殿下のお言葉 滝沢環境副大臣式辞 歓迎アトラクション

松島佑樹さん（写真中央）松島佑樹さん（写真中央）

中城教授による記念講演中城教授による記念講演

阪谷小学校の全児童による星空報告阪谷小学校の全児童による星空報告オヤット天文クラブによる星空報告オヤット天文クラブによる星空報告
　

第
35
回
星
空
の
街
・
あ
お
ぞ

ら
の
街
全
国
大
会
の
様
子
を
市

公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
配
信

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
視
聴
し

て
く
だ
さ
い
。

▲全国大会の
動画はこちら

みなさんは、
星空派ですか？
あおぞら派ですか？
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市防火ポスターコンクール　入賞者発表
　

市
消
防
本
部
で
は
、
市
民
の
防
火
意
識

向
上
の
た
め「
火
を
消
し
て　

不
安
を
消
し

て　

つ
な
ぐ
未
来
」を
テ
ー
マ
に
市
内
の
小

中
学
校
か
ら
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
、

４
３
７
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
７
点
、
優
秀
賞

14
点
、
秀
作
60
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
最
優

秀
賞
と
優
秀
賞
の
作
品
は
、
市
内
で
順
次
展

示
し
ま
す
。

【
最
優
秀
賞
】〈
敬
称
略
〉

渡
辺
咲さ
き
ら煌(

有
終
西
小
１
年)

▼
阪
本
春は

る瑠(

有

終
西
小
２
年)

▼
酒
井
稜り

ょ
う
へ
い平(

有
終
東
小
３
年)

▼
宮
本
結ゆ

う
ひ陽(

上
庄
小
４
年)

▼
阿
部
ひ
か
り

(

富
田
小
５
年)

▼
齊
藤
楓ふ

う
わ羽(

下
庄
小
６
年)

▼
中
村
こ
と
み(

陽
明
中
２
年)

【
優
秀
賞
】〈
敬
称
略
〉

坂
本
あ
さ(

有
終
西
小
１
年)

▼
志
田
美み

つ
き月(

有

終
西
小
１
年)

▼
西
崎
心こ

と
は葉(

上
庄
小
２
年)

▼
松
田
耀よ

う
へ
い平(

富
田
小
２
年)

▼
川
島
寛か

ん
た大(

下

庄
小
３
年)

▼
北
村
龍り

ゅ
う
の
す
け

之
介(

下
庄
小
３
年)

▼
伊
籘
ひ
ま
り(

下
庄
小
４
年)

▼
葊
田
さ
と

子(

下
庄
小
４
年)

▼
嶋
美み

う羽(

有
終
南
小
５

年)

▼
竹
田
陽ひ

ま
り葵(

有
終
南
小
５
年)

▼
柳
原

杏あ

ゆ柚(

下
庄
小
６
年)

▼
中
山
愛あ

い
り梨(

下
庄
小
６

年)

▼
杉
川
耀よ

う
た大(

上
庄
中
３
年)

▼
谷
本
芽め

い生

(

陽
明
中
２
年)

【
市
内
展
示
】

・�

結
と
ぴ
あ（
11
月
３
日
金
文
化
の
日
〜
５

日
日
）

・
あ
っ
宝
ん
ど（
11
月
７
日
火
〜
14
日
火
）

問　
消
防
署
予
防
課�（
☎
64
・
４
８
９
９
）

最
優
秀
賞
の
作
品
を
紹
介

渡辺咲煌さん阪本春瑠さん酒井稜平さん

中村ことみさん 齊藤楓羽さん 阿部ひかりさん 宮本結陽さん
　

青
少
年
健
全
育
成
図
画
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
に
、
本
市
と
勝
山
市
の
小
中
学
校
か

ら
２
３
４
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

本
市
か
ら
応
募
の

あ
っ
た
作
品
の
中

か
ら
金
賞
３
点
と

銀
賞
12
点
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
金
賞

と
銀
賞
の
作
品
は
、

市
内
で
順
次
展
示

し
ま
す
。

【
市
内
展
示
】

・
結
と
ぴ
あ（
11
月
８
日
水
〜
13
日
月
）

・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
Ｖ
ｉ
ｏ

　
（
11
月
16
日
木
〜
21
日
火
）

問　
大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

　
（
☎
66
・
６
６
９
０
）

尾崎大
たいせい
誠さん（上庄小２年）

金賞の作品を紹介

河
こうばら
原果

か ほ
歩さん

（有終西小５年）
葊瀬瑞

みずき
希さん

（上庄中３年）

青
少
年
健
全
育
成
図
画
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

金
賞
受
賞
者
発
表

みんなの力で冬を乗り切ろう！みんなの力で冬を乗り切ろう！

　

住
宅
の
雪
下
ろ
し
な
ど
を
行
う
こ
と
が
困

難
な
世
帯
に
出
向
き
、
雪
下
ろ
し
な
ど
が
で

き
る
作
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

作
業
者
を
取
り
ま
と
め
た
名
簿
を
市
が
公

開
し
、
雪
下
ろ
し
な
ど
を
し
て
ほ
し
い
人
が

名
簿
か
ら
作
業
者
を
選
び
、
作
業
を
依
頼
し

ま
す
。

　

大
雪
に
な
る
と
作
業
者
が
不
足
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
作
業
が
で
き
る
人
や
団
体
は

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
方
法　

防
災
防
犯
課（
市
役
所
２
階
�

番
窓
口
）ま
た
は
県
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス

で
申
し
込
む

�

登
録
内
容　
・
建
坪
23
坪（
約
76
平
方
㍍
）の

総
２
階
建
て
住
宅
で
、
積
雪
１
㍍
の
雪
下

ろ
し
を
行
っ
た
場
合
の
標
準
的
費
用

▲登録はこちら

大
野
市
高
齢
者
等
雪
下
ろ
し
支
援
事
業

高
齢
者
世
帯
の
雪
下
ろ
し
を
支
援

　

雪
下
ろ
し
な
ど
が
困
難
な
高
齢
者
世
帯
な

ど
を
対
象
に
、
雪
下
ろ
し
の
支
払
い
に
利
用

で
き
る
１
万
５
０
０
０
円
分
の
助
成
券
を
交

付
し
ま
す
。

対
象
世
帯　
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
市
内

に
雪
下
ろ
し
な
ど
の
作
業
を
依
頼
で
き
る

親
族
が
い
な
い
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に

当
て
は
ま
る
世
帯

①
65
歳
以
上
の
み
の
世
帯

②
障
が
い
者
の
み
の
世
帯

③
65
歳
以
上
と
障
が
い
者
の
み
の
世
帯

※
そ
の
他
に
も
他
世
帯
の
扶
養
親
族
で
な

い
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
な
ど
の
要

件
が
あ
り
ま
す

助
成
内
容　

１
世
帯
当
た
り
１
万
５
０
０
０

円（
５
０
０
０
円
券
×
３
枚
）

申
請
か
ら
助
成
券
交
付
ま
で
の
流
れ

・
11
月
下
旬
ま
で
に
対
象
と
見
込
ま
れ
る
世

帯
に
申
請
書
を
郵
送

※
対
象
世
帯
②
・
③
の
世
帯
は
申
請
書
が
郵

送
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い◀

・
助
成
券
交
付
を
希
望
す
る
世
帯
は
申
請
書

を
記
入
し
、
同
封
し
た
返
信
用
封
筒
に
入

れ
て
返
送
ま
た
は
健
康
長
寿
課（
結
と
ぴ

あ
１
階
③
番
窓
口
）に
持
参

◀

・
対
象
と
な
る
世
帯
に
助
成
券
や
雪
下
ろ
し

作
業
者
名
簿
を
郵
送

利
用
条
件
な
ど

雪
下
ろ
し
作
業
者
募
集

・
居
住
す
る
住
宅
の
雪
下
ろ
し
な
ど
に
利
用

す
る
こ
と

・
本
市
の
雪
下
ろ
し
作
業
者
名
簿
登
録
者
へ

の
支
払
い
に
利
用
す
る
こ
と

※
依
頼
す
る
作
業
者
が
登
録
事
業
者
で
あ
る

か
を
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い

・
１
回
に
１
万
５
０
０
０
円
分（
助
成
券
３

枚
）の
利
用
も
可
能

・
請
求
金
額
が
助
成
券
分
の
金
額
を
超
え
た

額
は
自
己
負
担

問　
健
康
長
寿
課�（
☎
65
・
７
３
３
３
）

ー 雪下ろしに関するお知らせ ー

・
損
害
賠
償
保
険
の
加
入
状
況

申
請
締
切　
11
月
17
日
金

※
締
切
を
過
ぎ
て
も
受
け
付
け
ま
す
が
、
名

簿
へ
の
登
載
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

そ
の
他　
・
名
簿
の
掲
載
は
公
開
か
非
公
開

の
選
択
が
可
能
で
す
。
公
開
の
場
合
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
紙
媒
体
で
公
開
し
ま

す
。
紙
媒
体
の
み
で
の
公
開
も
可
能
で
す
。

た
だ
し
、
大
野
市
高
齢
者
等
雪
下
ろ
し
支

援
事
業
の
申
請
者
に
は
、
公
開
、
非
公
開

問
わ
ず
、
登
録
さ
れ
た
作
業
者
名
簿
を
紙

媒
体
で
郵
送
し
ま
す

・
雪
下
ろ
し
作
業
者
が
大
野
市
高
齢
者
等
雪

下
ろ
し
支
援
事
業
の
助
成
券
の
支
払
い
を

市
か
ら
受
け
る
に
は
、
作
業
者
名
簿
に
登

録
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す

問　
防
災
防
犯
課�（
☎
64
・
４
８
０
０
）

雪
下
ろ
し
作
業
者
名
簿
登
録
者
の
皆
さ
ん
へ

雪
下
ろ
し
助
成
券
の
換
金
請
求
方
法

　
雪
下
ろ
し
代
金
の
支
払
い
を「
大
野
市
高
齢

者
等
雪
下
ろ
し
支
援
事
業
助
成
券
」で
受
け
た

場
合
は
、
市
に
換
金
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　
実
績
報
告
書
兼
請
求
書
と
内
訳

書
を
記
入
の
上
、
作
業
前
後
の
写
真
と
対

象
世
帯
に
交
付
し
た
領
収
書
の
写
し
、
助

成
券
を
添
付
し
健
康
長
寿
課
に
持
参
か
郵

送
、
電
子
申
請
の
い
ず
れ
か
で
提
出

そ
の
他　
依
頼
者
が
助
成

券
を
使
用
す
る
か
を
作

業
前
に
確
認
し
、
作
業

前
後
の
写
真
を
忘
れ
ず

に
撮
影
し
て
く
だ
さ
い

問　
健
康
長
寿
課�（
☎
65
・
７
３
３
３
）
▲詳しくはこちら
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　昨年度採用した職員数は、一般職９人、消防職２人でした。退職者は一般職９人、現業
職１人、消防職１人となっています。

職員の任免と職員数の状況

職　種
令和４年度 令和３年度 令和２年度

採用者数 退職者数 採用者数 退職者数 採用者数 退職者数
一般職 ９人 ９人 ８人 ８人 ９人 15人
現業職 ０人 １人 ０人 ２人 ０人 ３人
消防職 ２人 １人 １人 ２人 ０人 １人
医療職 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 １人

計 11人 11人 ９人 12人 ９人 20人

分限処分の状況
　分限処分とは、勤務状態が良くなかったり、心身の故障のため職務に支障があったりす
る場合などに行う処分のことです。昨年度は８人の休職処分がありました。
〇処分理由と人数　◆心身の故障　８人
懲戒処分の状況
　懲戒処分とは、職務上の義務違反など公務員としてふさわしくない行為がある場合に行
う処分のことです。昨年度行った懲戒処分はありませんでした。

職員の分限と懲戒処分の状況

　職員の勤務の業績や職務に関する能力、態度などを公平かつ統一的に把握し、人事管理
ならびに職員の能力開発、育成に活用するため、人事評価を実施しています。
〇評価区分　　　　Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの５段階評価
〇評価結果の反映　勤勉手当および昇給に反映

職員の人事評価の状況

平均給与と平均年齢の状況
（令和５年４月１日現在）

【一般行政職　221人】
　平均給料月額　32万2100円
　平均給与月額　38万4755円
　平均年齢　42.1歳
※一般行政職とは、税務職、医師、保健師、
保育士、企業職、現業職、消防職を除い
た職のことです
※給料とは、給料表に基づき毎月支給され
る基本給を指し、その給料に扶養手当や
通勤手当などの諸手当を含んだものを給
与といいます

【現業職　22人】
　平均給料月額　30万8700円
　平均給与月額　32万8833円
　平均年齢　51.0歳
【消防職　54人】
　平均給料月額　30万7900円
　平均給与月額　38万6301円
　平均年齢　40.0歳

一般行政職、学歴別の初任給と
経験年数別平均給料月額の状況

級別職員数の状況

令和

４
年度

人
事
行
政
の
運
営
状
況
公
表

人
事
行
政
の
運
営
状
況
公
表

（令和５年４月１日現在）
◆学歴別の初任給
　【大学卒】��18万5200円（国と同額）
　【高校卒】��15万4600円（国と同額）
◆経験年数別平均給料月額
　【大学卒】��５～�６年勤務　21万9100円
　　　　　 10～14年勤務　27万1700円
　　　　　 25～29年勤務　38万1700円
　【高校卒】25～29年勤務　36万4500円
※経験年数は、卒業後直ちに採用され、引
き続き勤務している年数です

（令和５年４月１日現在）
１級・２級（主事級）　85人（構成比25.1㌫）
３級（主査級）　　　　58人（17.2㌫）
４級（企画主査級）　　93人（27.5㌫）
５級（課長補佐級）　　63人（18.6㌫）
６級（課長級）　　　　31人（9.2㌫）
７級（部長級）　　　　８人（2.4㌫）
※一般行政・特別行政の職員、公営企業等
会計の職員（医療職、現業職を除く）

人件費の状況（令和４年度・普通会計決算）
　昨年度、普通会計決算で人件費が占める割合（Ｂ/Ａ）は
17.9㌫でした（３年度は17.6㌫）。人件費には市長や市議会議
員などの特別職に支給される給料、報酬なども含まれています。

住民基本台帳人口 
（令和５年３月末現在） 歳出決算額（Ａ） 人件費（Ｂ）

３万767人 189億695万
3000円

33億8766万
7000円

職員給与費の状況（令和５年度・普通会計当初予算）
　令和５年度普通会計当初予算に計上されている職員数は339
人（特別職を除く）で、職員給与費は下表のとおりです。
　職員１人当たりの給与費は、約600万円となります。

給料 職員手当 期末・勤勉手当
12億7289万

7000円
２億4759万

3000円
５億1320万

1000円
給与費合計　20億3369万1000円

職員手当の状況
◆扶養手当（令和５年４月１日現在。額は全て国と同額）
　 ▽配偶者　月額6500円
　 ▽配偶者以外　子　　�　１人につき月額１万円
　　　　　　　　子以外　　　�〃　　月額6500円
※扶養親族のうち、満16歳に達する年度の初めから22歳に達
する年度末までの間の子１人につき月額5000円を加算
◆期末・勤勉手当（令和５年４月１日現在）

区　分 期末手当 勤勉手当 計
６月期 1.2月 1.0月 2.2月
12月期 1.2月 1.0月 2.2月
合　計 2.4月 2.0月 4.4月

※職制上の段階や職務の級などによる加算措置があります
※勤勉手当の月数は、支給総額の上限であり、実際の支給率は
人事評価により異なります
◆退職手当（令和５年４月１日現在）
　勤続20年（自己都合19.6695月、勧奨・定年24.586875月）
　勤続25年（自己都合28.0395月、勧奨・定年33.27075月）
　勤続35年（自己都合39.7575月、勧奨・定年47.709月）
※最高限度額は自己都合、勧奨・定年ともに47.709月。定年
前早期退職特例措置（２～20㌫加算）あり

特別職の給料、報酬などの状況
区　分 給料・報酬（月額） 期末手当
市　長 84万3000円

 ６月期　1.65月分
12月期　1.65月分
    計　   3.30月分

副市長 71万円
教育長 60万5000円
議　長 44万8000円
副議長 37万7000円
議　員 35万7000円

（令和５年４月１日現在）

ー
職
員
数
や
給
与
な
ど
ー

　
令
和
４
年
度
の
大
野
市
人
事
行
政
の
運
営
状
況
を
公

表
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
昨
年
度
中
に
採
用
や
退
職
し
た

職
員
数
を
は
じ
め
、
職
員
の
給
与
や
手
当
の
状
況
を
お

知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　
大
野
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す

る
条
例
第
６
条
に
規
定
す
る
全
て
の
項
目
は
、
市
役
所

掲
示
板
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

問　
総
務
課�（
☎
64
・
４
８
２
０
）

職員の給与の状況

詳しくはこちら
▲
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〇
健
全
化
判
断
比
率
は
基
準
内

　

財
政
状
況
を
判
断
す
る
た
め
の
指
標

で
あ
る
健
全
化
判
断
比
率
は
、
下
表
の

と
お
り
①
〜
④
の
い
ず
れ
も
早
期
健
全

化
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
四
つ
の
指
標
の
う
ち
一
つ
で

も
早
期
健
全
化
基
準
を
上
回
る
と
、
市

の
財
政
状
況
は
黄
信
号
と
判
断
さ
れ
、

早
期
健
全
化
を
要
す
る
財
政
健
全
化
団

体
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
財
政
再
生
基

準
を
上
回
る
と
赤
信
号
と
な
り
、
財
政

運
営
に
国
の
指
導
を
受
け
る
財
政
再
生

団
体
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
財
政

状
況
が
悪
化
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る

と
、
各
種
事
業
の
縮
小
や
廃
止
、
税
率

の
引
き
上
げ
な
ど
財
政
再
建
の
取
り
組

み
が
義
務
付
け
ら
れ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

〇
資
金
不
足
は
な
し

　

公
営
企
業
の
経
営
状
況
を
判
断
す
る

た
め
の
指
標
で
あ
る
資
金
不
足
比
率

は
、
資
金
不
足
額
が
な
く
、
該
当
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

対
象
は
▼
水
道
事
業
▼
簡
易
水
道
事

業
▼
下
水
道
事
業
▼
農
業
集
落
排
水
事

業
で
す
。

　
な
お
、
資
金
不
足
比
率
の
経
営
健
全
化

基
準
は
20
㌫
で
、こ
の
基
準
を
上
回
る
と
、

経
営
状
況
は
黄
信
号
と
な
り
ま
す
。

〇
今
後
も
健
全
な
財
政
運
営
を

　

令
和
４
年
度
決
算
で
は
、
早
期
健
全

化
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、
公
営
企
業

で
も
資
金
不
足
は
発
生
し
て
い
な
い
の

で
、
現
在
の
市
の
財
政
状
況
は
、
健
全

な
状
態
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

今
後
も
継
続
し
て
健
全
な
財
政
運
営

を
維
持
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

令和４年度決算の健全化判断比率
指標の名称 解　説 大野市 早期健全化基準 財政再生基準

① 実質赤字
比率

一般会計などの実質的な赤字
の程度 赤字額なし 13.28㌫ 20.00㌫

② 連結実質赤字
比率

全ての会計の赤字や黒字を合
算した、市全体としての実質的
な赤字の程度

赤字額なし 18.28㌫ 30.00㌫

③ 実質公債費
比率

借入返済額やこれに準じる額の
大きさ

（過去３年間の平均値）
6.9㌫ 25.0㌫ 35.0㌫

④ 将来負担
比率

市の将来負担（借入金残高や今
後支払う可能性のある負担額）
の大きさ

15.7㌫ 350.0㌫

大
野
市

大
野
市
のの
財
政
状
況

財
政
状
況
はは
健
全
健
全 

　
令
和
４
年
度
決
算
の
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
財
政
指
標
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
よ

り
、
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問　
財
政
経
営
課�（
☎
64
・
４
８
２
３
）

令
和
４
年
度
財
政
指
標
を
公
表 

申込受付　11月１日水～21日火
試験日時　１次試験　12月９日土午前９時～
　２次試験　令和６年１月13日土
申込方法　11月１日以降に県電子申請サービスか
ら申し込んでください

その他　詳しくはホームページで募集
　要項を確認してください
問　総務課�（☎64・4820）

令和６年４月採用予定　大野市職員を追加募集します
　令和６年４月に採用予定の大野市職員採用候補者試験（追加募集）を行います。

試験区分 採用人数 年齢要件 業務内容 資格など

看護師 １人 昭和48年４月２日～
平成16年４月１日生

和泉診療所で看護師と
しての専門的業務およ
び一般行政事務

看護師の資格を取得してい
る人または令和６年３月31
日までに取得見込みの人

詳しくはこちら▶

育てようてよう 大野っ子野っ子 ～調査結果からみた
　　大野っ子のすがた～

　今年４月に行われた、全国学力・学習状況調査の結果の概要をお知らせします。調査の対象は、小学６年生と
中学３年生です。

 １　教科に関する調査結果

中学生
比較対象 国語 数学 英語
全国平均 △ ○ △
県平均 △ △ △

本市の平均正答率が全国平均や県平均と比べて
◎…２ポイント以上高い　　○…±２ポイントの間　　△…２ポイント以上低い

良好だった点 課題とその改善策

小
学
生

国
　
語

送り仮名に注意して、漢字を文の中で正し
く使うことができます。中心となる語や文
を見つけて要約することもできます

複数の資料を読み取り、条件を満たして自分の考えを書
くことに課題があります。さまざまな読み物に触れ、多
くの人との対話を通して自分の考えを整理し、意見を発
信することが大切です

算
　
数

基本的な計算を正確に解くことができます。
実生活の場面で変化していく数量を表に表
すこと、数量の変化の特徴を表中の数値を
用いて表現することができます

図形から面積の公式に必要な要素を見いだすことや筆算
と式、図を関連させて考えることに課題があります。公
式や筆算の解き方だけでなく、その意味を図や式など多
様な方法で考えることが必要です

中
学
生

国
　
語

質問する場面において、目的や場面に応じ
て質問内容を検討し、対話から大体の内容
を捉えて自分の考えをまとめることができ
ます

文章の構成や展開、表現の効果について考えることに課
題があります。文章やスピーチを見聞きする際、構成や
展開、引用などの効果に着目し、自分の表現にも生かし
ていくことが大切です

数
　
学

基本的な乗法の計算の技能が身に付いてい
ます。表やグラフから必要な情報を適切に
読み取ること、グラフが表す意味を問題に
即して解釈することができます

図や証明の意味を読み取り、条件に合うように数学的に
説明することに課題があります。さまざまな課題に取り
組み、対話を通して多様な意見に触れる中で、数学的に
説明する力を伸ばすことが大切です

英
　
語

英語を聞いて情報を正確に聞き取り、短い
説明や文章の要点を捉えることができるな
ど、「聞く力」が育ってきています

英語を読んで自分の考えとその理由を書いたり、状況に
合わせて英語を適切な形に変えたりすることに課題があ
ります。日常的な話題において、短文を読み取ったり書
いたりすることが必要です

学校と家庭、地域で協力し、優しく、賢く、たくましい大野っ子を育てていきましょう！
問　教育総務課�（☎64・4827）

 ２　生活や学習に関する調査結果
良好だった点、本市の傾向

小
中
学
生

○朝食を毎日食べている子が多いです
○「人の役に立つ人間になりたい」と思う子や「将来
の夢や目標を持っている」子が多いです

○ICT機器を使うことは勉強の役に立つと考え、よ
く使用しています

○平日、休日ともに学校の授業時間以外に勉強して
いる時間が少ないという課題があります

○本を読む時間が少なく、図書館や図書室の利用頻
度が低いという課題があります

小学生
比較対象 国語 算数
全国平均 ○ ◎
県平均 ○ ○

 ３　今後の四つの取り組み
■子どものやってみたいを実現
■自分の考えを持つ、思いを発信する機会を

■基礎的知識、技能を発揮する場の実現
■さまざまな人と交流、さまざまな体験を
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　第437回市議会定例会が、11月27日
から12月18日までの22日間開催されま
す。このうち本会議が開催されるのは４
日間です。本会議の開会時間は、いずれ
も午前10時を予定していますが、開会
前の会議により遅れる場合もあります。
　本会議は、誰でも傍聴することができ
ます。また、定例会終了後にホームペー
ジで本会議の動画を掲載しています。
問　議会事務局�（☎64・4830）

本会議日程 審議などの内容

11月27日月 決算特別委員長報告、質疑、討論、採決
議案上程、提案理由説明

12月４日月 一般質問
５日火 一般質問、請願・陳情上程

18日月 各委員長報告、質疑、討論、採決
※予定のため、変更になる場合があります

12月の議会日程をお知らせします

　第436回市議会定例会が、９月４日から26日まで開かれました。令和５年度一般会計補正予算案のほか、人
事案件などが審議され、計13議案が可決、承認、同意されました。
●補正予算の概要
　一般会計では、歳入・歳出にそれぞれ１億7919万4000円が追加され、予算総額は196億5655万3000円と
なりました。
　補正の主な内容は、▶９月に設立した越前おおの観光ビューローの基盤を強化する補助経費として660万円
▶中学校の再編に伴う制服、体操服などの購入補助経費として331万9000円▶７月の大雨で被災した市道の復
旧工事費として100万円などとなっています。

市議会の結果

過去の本会議動画はこちら▶

自治会対象

防犯インフラ整備経費を補助します
　街頭犯罪や子どもや女性への声掛け事案を防ぐため、自治会が整備する防犯カメラなどの防犯
インフラの整備経費を補助します。

対象　自治会
補助対象経費　
・防犯カメラ　▶カメラ、映像記録用のハードディス
クやメモリーカードなど、その他の防犯カメラシス
テム構成機器の購入と設置工事費（モニター設置経
費は除く）▶カメラの設置を示す表示板などに要す
る経費

・その他の防犯インフラ　▶地域全体の防犯力向上に
役立つ防犯インフラ整備に係る経費

　例・人感センサー付防犯灯
　　・犯罪の抑止力となる防犯看板
　　・見守り活動を行う車に設置する着脱式ドライブ
　　レコーダー　など

補助金額　補助対象経費の３分の２以内
　防犯カメラ　上限10万円（１台当たり）
　その他の防犯インフラ　上限10万円（１自治会当たり）
申請方法　防災防犯課（市役所２階�番窓口）にある補

助金交付申請書に必要書類を添えて申請する
申請締切　12月20日水
その他　防犯カメラについては、次の要件を全て満た
している必要があります

①撮影範囲が公道などであり、通学路や子どもの遊び
場、子どもへの声掛けや街頭犯罪の発生場所、既設
カメラの位置などを踏まえ、自治会と警察が協議し
て設置する防犯カメラであること�

②防犯カメラの設置および維持管理について、設置地
域の住民に対しその内容の周知や説明などを行い、
総会などで同意が得られていること

③防犯カメラの設置を明示する表示板などを設置する
こと

④防犯カメラの設置者または管理責任者は、防犯カメ
ラ設置・運用を適正に行うための「設置・運用要領」
を定めること�

問　防災防犯課�（☎64・4800）　　　

クラウドファンディング支援募集中
　市が認定した「ふるさと納税型のクラウドファンディング事業」を
紹介します。寄付金を募集しているので支援をお願いします。
内容　農業用機械を購入し、有機栽培の面積を広げ、付加価値の高
い米づくりと農業体験会を行う
実行者　よえもん農家（代表　高津胡

くるみ
桃さん）

寄付目標額　50万円
受付期間　11月15日水まで
その他　ふるさと納税のため、寄付額に応じて個人住民税などから
控除を受けることができます
問　政策推進課�（☎64・4824） 寄付の申し込みはこちら▶

（市役所では受け付けできません）

20歳のつどいを開催します
　20歳の節目に、今後の自分自身の生き方や本市の将来を考えるきっかけとする「20歳のつどい」を開催します。
詳細は、11月下旬に対象者へ案内します。

開催日　令和６年１月７日日午後１時～
場所　文化会館
対象者　平成15年４月２日～平成16年４月１日に生まれた人
その他　・市外に住民登録がある人で、本市の20歳のつどいに
参加を希望する人は、事前に申し込みが必要です
・大雪などにより、開催方法や日程を変更する場合があります
問　生涯学習・文化財保護課�（☎65・5590）

学びの里「めいりん」施設利用日程調整会議
　学びの里「めいりん」を有効に利用できるように、施設
利用日程調整会議を行います。令和６年４月から９月ま
での期間に、大会やイベントなどで施設の利用を予定し
ている団体や個人は出席してください。
日時　11月17日金午後７時～
場所　学びの里「めいりん」
問　生涯学習・文化財保護課�（☎65・5590）

和泉診療所　歯科診療を終了します
　治療継続が必要な人には、受け入れ歯科医院への紹介状を準備しますので、相談して
ください。

場所　和泉診療所（朝日23－11）
最終診療日　11月29日水
問　和泉診療所�（☎78・2650）
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ふくい嶺北連携中枢都市圏事業

子育てママのための就職説明会
　再就職を希望する子育て中の女性を対象とした合同就職説明会を開催します。

月日　福井市会場　11月28日火
　越前市会場　12月15日金
時間　午前の部　午前９時55分～正午
　午後の部　午後１時35分～３時40分
場所　福井市会場　福井市健康管理センター２階多目
的ホール（福井市城東４－14－30）

　越前市会場　市民プラザたけふ３階多目的室１（越
前市府中１－11－２）

対象　嶺北在住の子育て中の女性
内容　企業概要説明会、個別面談会
※託児あり（無料、要予約）

定員　各部10人（抽選）
参加料　無料
申込方法　福井市しごと支援課ホームページ内の申し
込みフォームから申し込む

申込締切　福井市会場　11月17日金
　越前市会場　12月１日金
問　福井市しごと支援課�（☎0776・20・5321）

申し込みはこちら▶

11月はオレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン

子どもを虐待から守るのに、理由はいらない。
　 なにかが起こるその前に!!とにかく連絡 １

い ち は や く
８９

　全国的に、児童虐待によって体や心に傷を負う子どもが年々増えています。児童虐待の未然防止、早期発見
のためには、社会全体で関心を深めることが重要です。
問　こども支援課�（☎64・5140）

　虐待の相談や通告は、匿名でできます。連絡者や連
絡内容に関する秘密は守られます。
　「もし違ったらどうしよう」「児童虐待かもしれない
けど、確信がもてない」とためらってしまうかもしれ
ません。しかし、連絡する人が虐待かどうかを判断す
る必要はありません。虐待のサインを少しでも感じた
ら、ためらわず連絡してください。
連絡・相談・通告窓口
・児童相談所虐待対応ダイヤル�（☎189）
・大野市子育て世代包括支援センター
　（こども支援課内　☎64・5140）
・緊急の場合は110番通報を！
　大野警察署�（☎65・0110）

子どもについて
・いつも子どもの泣き叫ぶ声や保護者の怒鳴り声がする
・不自然な傷や打撲の痕がある
・衣類や体がいつも汚れている
・表情が乏しい、活気がない
・夜遅くまで一人で遊んでいる

保護者について
・地域などと交流が少なく孤立している
・小さい子どもを家に置いたまま外出している
・子どもの養育に関して拒否的、無関心である
・子どものけがについて不自然な説明をする

　子どもや保護者のこんなサインを見落としていませんか？

　子育てや親子関係について悩んだときに、こども
（18歳未満）とその保護者などが相談できる窓口です。
　匿名でも相談ができ、相談内容の秘密は守られます。
　一人で悩まずに、気軽に相談してください。

◀LINE相談はこちら

　親子のための相談LINE　虐待かも…と思ったら

11月12日～25日は『女性に対する暴力をなくす運動』期間
　「これってＤＶかも」「子どもの前で暴力が起きている」「どこに相談したらいいか分からない」一人で悩まな
いで、どんな小さなことでも相談してください。早めの相談が問題解決への第一歩です。
　あなたが相談されたり、被害に気付いたりしたときは専門機関へ連絡してください。連絡した人やその内
容に関する秘密は守られます。
相談窓口　・配偶者暴力被害者支援センター
　（奥越健康福祉センター内　☎66・2076）
・緊急の場合は110番通報を！　大野警察署�（☎65・0110）

問　こども支援課�（☎64・5140）

これってDVかも

どこに相談したらいいの

一般財団法人 越前おおの観光ビューローが設立
　持続可能な観光地域づくりと各分野の事業者が稼ぐ力を向上させていくことを目指す新組織「一般財団法人越
前おおの観光ビューロー」が９月１日に設立され、10月２日に設立発表会と記念講演会が開催されました。
　来年４月からの観光誘客や特産品の販路拡大、情報発信などの本格的な事業開始に向け、今年度は体制整備が
行われます。
　観光ビューローでは、市民や事業者の皆さんから運営資金への寄付と賛助会員を募集しているので支援をお願
いします。
運営資金への寄付
・１口１万円から寄付を募集
・寄付者の名前をホームページに掲載
賛助会員
・令和６年４月以降に観光ビューローと連携して事業に
参画する会員を募集

・年会費　企業や団体　5000円、個人　3000円
問　一般財団法人越前おおの観光ビューロー
　（大野市観光協会内　☎65・5521　FAX65・8635）
　電子メール　info@ono-kankou.jp

「ふくい はぴコイン」
　「ふくい�はぴコイン」は県が運用す
るデジタル地域通貨です。
利用方法　スマートフォンアプリ「ふ
くアプリ」をダウンロード

通貨単位　１ポイント＝１円
利用開始　令和５年11月～

ふくアプリの
ダウンロードはこちら▶

子育て世帯の皆さん

「ふく育ポイント」を発行します
　18歳未満の子育て世帯を対象に、「ふくい�はぴコイン」として利用で
きる「ふく育ポイント」を発行します。
対象者　令和５年９月１日時点で市内に住民基本台帳登録がある世帯で
①18歳未満の子がいる世帯
②�令和５年４月２日から８月31日までに誕生日を迎え、満18歳になっ
た子がいる世帯

給付額　子ども１人当たり1500円
取得方法　市が送付するはがきのＱＲコードを読み取る
発送時期　11月中旬以降順次発送
利用可能店舗　はがきに掲載するＱＲコードで確認してください
問　こども支援課�（☎64・5140）

設立発表会で公表されたスローガン設立発表会で公表されたスローガン

▲詳しくはこちら
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はじめてのスマートフォン体験型講習会参加
無料
　「スマートフォンを使っているけど、まだまだ分からないことばかり」「スマートフォンについて聞きたいけど
周りの人に聞けない」「そもそも、まだ使ったことがない」という人を対象にスマートフォン講習会を開催します。
　ぜひこの機会に、参加してください。

日程　12月11日月～15日金、18日月～22日金
場所　結とぴあ
講座内容
　基本講座①　電源の入れ方、ボタンの操作方法、電話のかけ方、カメラの使い方
　基本講座②　インターネットの利用方法、メールの利用方法
　基本講座③　アプリのインストール方法、ＳＮＳの使い方
　応用講座①　マイナンバーカードの申請方法
　応用講座②　マイナポータルの活用方法
　応用講座③　コロナワクチン接種証明アプリを用いた接種証明書の発行方法
　応用講座④　健康保険証利用の登録、公金受取口座の登録
　相談会　講座内容に応じた相談の受け付け
開催スケジュール

午前９時30分～
10時30分 午前11時～正午 午後２時～３時 午後３時30分～

４時30分

12月11日月 基本講座① 基本講座② 基本講座③ 応用講座①

　　12日火 基本講座② 基本講座③ 基本講座① 基本講座②

　　13日水 応用講座③ 基本講座③ 基本講座① 基本講座②

　　14日木 基本講座① 基本講座② 基本講座③ 相談会

　　15日金 基本講座① 基本講座② 基本講座② 基本講座③

　　18日月 基本講座③ 相談会 基本講座① 基本講座③

　　19日火 基本講座② 基本講座③ 応用講座④ 基本講座③

　　20日水 基本講座① 基本講座② 基本講座③ 基本講座②

　　21日木 基本講座③ 相談会 応用講座② 基本講座②

　　22日金 基本講座① 基本講座② 基本講座③ 相談会

定員　各講座７人（先着順）
申込方法　申込先（☎0120・121・525）に電話し、問い合わせ番号「5130」と伝えて申し込む
申込受付時間　平日の午前９時～午後６時
その他　・スマートフォンは貸し出し用を使用します。持参する必要はありません
・自身の理解度に合わせて、１コマから自由に受講できます
問　総務課�（☎64・4820）

時間
月日

家庭教育講演会・大野市民学校第５講

「家族みんなで考えよう！災害時の備え～食と防災～」
　自然災害が多い近年、管理栄養士であり、防災士、災害食専門員の今泉マユ子さ
んが「災害時の食事」と「命を守る防災」について、分かりやすく説明します。また、
備蓄食品を使ったお湯ポチャレシピと即食レシピのデモ調理もあります。この機会
に知っておくと良いことを一緒に学びましょう。

日時　11月25日土午後１時30分～３時（午後１時～受け付け）
場所　学びの里「めいりん」
講師　今泉マユ子さん
定員　250人（先着順）
参加料　無料
申込方法　電話または専用フォームから申し込む
その他　未就学児には保育ルームを用意します。利用を希望す
る人は11月17日金までに申し込んでください
問　生涯学習・文化財保護課�（☎65・5590） ▲申し込みはこちら

水の循環講座「スイスイ課外授業」
　「水」をテーマにさまざまな切り口で学び楽しむ「スイスイ課外授業」第２回を開催します。

日時　11月18日土午前10時～11時
場所　越前おおの水のがっこう
テーマ　樹木の健康と水・気候との関係
講師　香川大学創造工学部　助教　小

おやけ
宅由

ゆ い
似さん

対象　高校生以上
定員　20人
受講料　無料

申込方法　氏名、住所、連絡先を添えて、電話か電子
メール、専用フォームで申し込む

申込締切　11月10日金午後５時

問　環境・水循環課�（☎64・4828）
　電子メール　kankyo@city.fukui-ono.lg.jp

申し込みはこちら▶

男女共同参画推進事業

おとう飯（はん）をはじめよう 女性リーダー育成セミナー
日時　12月２日土午前９時～11時
場所　結とぴあ
内容　チャーシュー、煮卵を作ろう
講師　ＮＰＯ法人おっとふぁーざー　代表理事　舘直
宏さん

対象　３歳～小学生とその父親（母親の参加も可能）
定員　親子10組（20人程度）（先着）
受講料　無料
持ち物　マスク、エプロン、三角巾
申込方法　電話または専用フォームから申し込む
申込締切　11月24日金
問　総務課�（☎64・4820）

日時　12月６日水午後７時～９時
場所　結とぴあ
テーマ　「女性活躍」を『ワタシ活躍』に
　～あなたの人生のあなたのパーパスは何ですか？～
内容　女性が職場で活躍する、生き生きと仕事ができ
る「働き方」を学ぶ

講師　コミュニケーション改善コンサルタント　藤田
由美子さん（オフィス・マインドルージュ代表）

対象　働く女性（男性の参加も可能）
定員　30人（先着）
受講料　無料
申込方法　電話または専用フォームか
ら申し込む

申込締切　11月24日金
問　総務課�（☎64・4820）

申し込みはこちら▶
▲申し込みはこちら
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金 土

●ごみの祝日受け入れ 心のおやつの時間
　午後２：30～３　図書館
あそぼう百人一首
　午後３～４　図書館

だっこでぎゅの会
　０歳組　午前10：30～10：50
　図書館
　１.２歳組　午前11～11：30
　図書館
心のおやつの時間
　午後２：30～３　図書館

うきうき！ボードゲームクラブ
　午前10：30～11：30　図書館
自然あそび
　午後２：30～３：30　図書館

出張健康プラスデー
　午前10～11　下庄公民館
　午後１：30～２：30　乾側公民館

マイナンバーカード休日交付窓口（要予約）
☎64・4810　午前９～正午
だっこでぎゅの会
　０歳組　午前10：30～10：50　図書館
　１.２歳組　午前11～11：30　図書館
心のおやつの時間
　午後２：30～３　図書館
おはなし会
　午後３～３：30　図書館

各種検診日各種検診日
問い合わせ先：予約専用ダイヤル

（☎64・4147　午前９時〜午後５時）

実施日 時  間 会　場
８日 午前８：30～10：30 結とぴあ

13日 午前８：30～10：30 結とぴあ

17日 午前８：30～10：30 結とぴあ

実施日 時  間 会　場
８日 午前８：30～10：30 結とぴあ

13日 午前８：30～10：30、午後１：15～２：15 結とぴあ

17日 午前８：30～10：30、午後１：15～２：15 結とぴあ

【大腸がん検診】　

【子宮頸がん検診・乳がん検診】　
実施日 時  間 会　場
８日 午前８：30～10：30 結とぴあ※子宮頸がん検診はありません

13日 午後１：15～２：15 結とぴあ

17日 午後１：15～２：15 結とぴあ

【生活習慣病健診・肺がん検診・胃がん検診・前立腺がん検診・肝炎検査・ピロリ菌検査・風しん抗体検査】

相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先
結婚相談・女性悩みごと相談

（レディース・トラブル・バスター） ８・15・25日 午後１：30～３：30 結とぴあ ☎64・5140
（こども支援課）

年金相談 30日 午前10～午後３ 大野商工会議所 ☎0776・23・4518
（福井年金事務所）

臨床心理士による教育相談 ２・９・16・30日 午後１～５ 青少年教育センター ☎66・7717

心配ごと相談 ９・30日 午前９～正午 結とぴあ ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【その他】

要予約

要予約

休館日休館日
休日急患診療
（☎65・8999）

【診療科目】
　小 児 科（日･祝日のみ）・内科･外科

【診療時間】
　土 曜 日  午後１～９（４・11・18・25日）
　日・祝日など  午前９～午後９（３・５・12・19・23・26日）

【中小企業相談】（商工業に関する相談）
経営（工業） ８日 午後１～４

大野商工会議所
☎66・1230

※相談日の前日までに予約してください

労働 10日 午後１～４
金融（日本政策金融公庫・国民生活事業） 13日 午前10～正午
法律 16日 午後１～４
税務 開催しません 午後１～４
事業承継 21日 午後１～４
司法書士相談 15日 午後１～４
夜間相談 ２・16日 午後５：30～８
和泉地区相談会 ８日 午前10～午後３ （会場）和泉ふれあい会館

要予約
要予約
要予約

要予約
要予約

要予約

要予約
要予約
要予約

文化の日３

10

17

24

４

11

18

25

施　設　名 休　館　日
学びの里「めいりん」 なし
公民館 ３・23日
図書館 ３・６・13・19・20・23・27日
本願清水イトヨの里 ６・７・13・20・24・27日
水のがっこう なし
歴史博物館・民俗資料館 なし
越前大野城 なし
笛資料館 ６・13・20・24・27日
くずりゅう化石ラボ ガ・オーノ ６・13・20・24・27日
HOROSSA! ６・13・20・24・27日（要予約☎78・2070）
武家屋敷旧内山家 １～30日
武家屋敷旧田村家
文化会館 ６・13・20・27日
COCONOアートプレイス ６・７・13・20・24・27日
B&G海洋センター ４・６・13・20・24・27日
エキサイト広場 １・６・８・15・22・24・29日
あっ宝んど 14日
うらら館 休館（２月ごろまで）
平成の湯 ７・14・21・28日
結とぴあ（有終会館） なし

市民カレンダー市民カレンダー

人権相談・行政相談 ２・16日 午後１：30～３：30
結とぴあ ☎64・4820

（総務課）無料登記相談 ８日 午後１：30～４

法律相談 ９・30日 午後１～４ 結とぴあ ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【法律関係】

要予約

【保健関係】
各種相談日各種相談日

相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先

育児相談会 ９・22日 午前10～11 保健センター（結とぴあ内） ☎65・7333
（保健センター）

育児不安解消サポート事業
（お日さま広場） 16日 午前10～11：30 大野市地域子育て支援センター ☎66・2076

（奥越健康福祉センター）

心の健康相談 １・15日 午後２～４

奥越健康福祉センター ☎66・2076エイズ相談検査、B型・C型肝炎相談検査 ７・21日 午前９～11

女性相談 ２・６・９・16・20・30日 午前９～午後５

補聴器相談 20日 午前10～正午
結とぴあ ☎64・5142

（福祉課）ストレス相談 開催しません

要予約

要予約

要予約

日 月 火 水 木

市民生活・統計課窓口業務延長　～午後７
緊急地震速報訓練　午前10

心のおやつの時間
　午前10：30～11　図書館

健康プラスデー　午前９～正午
　保健センター（結とぴあ内）
頭シャキーンいきいきOH!脳
音読会
　午前10：30～11：30　図書館
健康栄養相談　午前11～正午
　保健センター（結とぴあ内）

市民生活・統計課窓口業務延長
　～午後７
マイナンバー交付窓口延長（要
予約）　～午後７

心のおやつの時間
　午前10：30～11　図書館

Ｊアラート情報伝達試験
　午前11

市民生活・統計課窓口業務延長
　～午後７
マイナンバー交付窓口延長（要
予約）　～午後７

七間朝市〜みんな感謝の日曜
日〜　午前６～11　七間通り

絵本の部屋
　午前10～正午　図書館

●ごみの祝日受け入れ

●ごみの第4日曜日受け入れ
マイナンバーカード休日交付窓口（要予約）
☎64・4810　午前９～正午
普通救命講習会（要予約）
　午前９～正午
　消防署 ☎64・4898
心のおやつの時間
　午前10：30～11　図書館

●市議会本会議（予定） 後期高齢者医療保険証交付説明会
　午前９：30～11　結とぴあ
１歳半児健康診査
　午後１：10～２
　保健センター（結とぴあ内）

３歳児健康診査
　午後１：10～２
　保健センター（結とぴあ内）

出張健康プラスデー
　午後１：30～２：30　阪谷公民館
市民生活・統計課窓口業務延長
　～午後７
マイナンバー交付窓口延長（要
予約）　～午後７

勤労感謝の日

５

12

19

26

６

13

20

27

７

14

21

28

２

９

16

23

30

１

８

15

22

29

今月は介護保険料（普通徴収）・後期高齢者
医療保険料（普通徴収）の納付月です！

・介護保険料（普通徴収）　第３期
・後期高齢者医療保険料（普通徴収）　第５期

◆納期限　11月30日（木）
※普通徴収は、年金から保険料が天引きされない

方が対象です。市発行の納付書で金融機関など
で個別に納めてください。

今 月 の 納 税

★納税は、便利な口座振替をご利用ください

国民健康保険税　第５期分

◆納期限  11月30日（木）

■国民の祝日には国旗を掲げましょう

●印の行事は別の紙面で詳しく記載しています

11月 霜 月霜 月
しもつきしもつき

♪上り４音チャイム♪
▶これは、Jアラートのテストです。
（３回繰り返し）

▶ こちらは大野市です
♪下り４音チャイム♪

♪上り４音チャイム♪
▶こちらは大野市です。ただいまか

ら訓練放送を行います。
＜緊急地震速報チャイム音＞
▶「地震です。地震です。これは訓練放

送です。」×３回「こちらは、大野市で
す。これで訓練放送を終わります。」

♪下り４音チャイム♪

17 162023.11　広報おおの 2023.11　広報おおの


